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国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
備
前

で
は
、「
女
性
に
機
会
を
与
え

る
賞
」
の
応
募
者
発
掘
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
応
募
者
の
中

か
ら
審
査
の
上
、
数
人
に
支
援

金
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
応

募
者
に
は
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

・
扶
養
家
族
（
子
供
、
配
偶
者
、

　
親
）
に
対
し
て
経
済
的
に
負

　
担
を
負
っ
て
い
る
方
。

・
職
業
技
術
訓
練
校
も
し
く
は

　
大
学
在
学
中
、
入
学
許
可
を

　
得
て
い
る
方
。

・
学
業
や
職
業
上
で
の
目
的
を

　
達
成
す
る
強
い
意
志
を
持
っ

　
て
い
る
方

以
上
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

女
性

【
応
募
締
切
】

　
十
一
月
末
日
ま
で

【
お
問
合
せ
先
】

 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
備
前

　
会
長
　
小
橋
智
佳
子

 

☎
〇
九
〇―

四
五
七
四―

四 

　
九
八
一
（
担
当
　
越
智
）

　
正
し
い
簿
記
の
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
経
理

マ
ン
養
成
講
座
「
簿
記
講
習
会

（
三
級
コ
ー
ス
）
」
を
次
の
と

お
り
開
講
し
ま
す
。

　　
簿
記
の
経
験
が
な
い
初
心
者

向
け
の
講
座
で
す
の
で
基
礎
か

ら
詳
し
く
丁
寧
に
ご
指
導
し
ま

す
。

○
期
日
　
九
月
十
日
（
火
）

　
（
開
講
式
）
～
十
一
月
十
五

　
日
（
金
）
（
閉
講
式
）
の
間
、

　
延
べ
二
十
日
間
。

　
毎
週
火
・
金
曜
日
。

　
各
日
午
後
六
時
～
八
時
。

○
場
所
　
備
前
商
工
会
館

　
　
　
　
四
階
研
修
室

○
講
師
　
山
陽
学
園
大
学
　

　
非
常
勤
講
師
　
山
崎
　
文
詔

　
先
生
　

○ 

受
講
料
　
一
万
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

○ 

定
員
　
三
十
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

○ 

そ
の
他

　
日
商
簿
記
検
定
試
験
日

　
十
一
月
十
七
日
（
日
）

　
受
験
は
希
望
者
の
み
。

　
受
験
料
は
別
途
必
要
。

○ 

申
込
み
　
書
面
又
は
電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、E

-m
a

il

に
て
、

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

　
お
知
ら
せ
の
上
、
次
の
宛
先

　
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。

　
備
前
商
工
会
議
所 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
六
四―

二
八
八
五
　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
六
三―

一
二
〇
〇

　E
-m

a
il

　in
fo

@
b
izen

cci.o
r.jp

○
日
時

　
九
月
十
四
日
（
土
）

　
　
午
前
十
一
時
～
午
後
六
時

○
場
所

　
備
前
市
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
二
階
講
座
室

※

な
お
、
表
彰
式
も
同
日
・
同

　
場
所
に
て
午
後
二
時
か
ら
行

　
い
ま
す
。

○
お
問
合
せ
先

　
備
前
商
工
会
議
所
女
性
会
事

　
務
局

　（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
六
四―

二
八
八
五
）

○
後
援

　
備
前
市
・
備
前
市
教
育
委
員

　
会
・
備
前
商
工
会
議
所

９
月

No.11
09

受
講
者
募
集
中

  

簿
記
講
習
会
三
級
コ
ー
ス

参
加
申
込
開
始

｢

園
児
・
小
学
生　

環
境
問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル｣

　
　
　
　
　

募
集
作
品
展
示
の
ご
案
内

｢

園
児
・
小
学
生　

環
境
問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル｣

　
　
　
　
　

募
集
作
品
展
示
の
ご
案
内

　
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
で
儒

教
の
祖
・
孔
子
を
た
た
え
る
式

な
ど
の
行
事
に
参
加
で
き
ま
す
。

【
日
時
】

　
十
月
二
十
六
日
（
土
）

　
受
付
・
接
待
　
午
前
九
時
～

【
行
事
予
定
】

・
大
成
殿
の
儀

　
孔
子
の
徳
を
た
た
え
る
儀
式

　
で
す
。
儀
式
後
大
成
殿
内
に

　
入
れ
ま
す
。

　
午
前
十
時
～
十
時
四
十
五
分

・
講
堂
の
儀

　
論
語
の
朗
誦
・
講
釈
が
行
わ

　
れ
ま
す
。

　
午
前
十
一
時
～
十
一
時
四
十
五
分

・
分
胙
の
儀

　
甘
酒
を
い
た
だ
き
昼
食
会
に

　
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
正
午
～
午
後
一
時

【
申
込
期
間
】

　
九
月
一
日
～
十
月
十
五
日
ま
で

　
先
着
順
五
十
名
ま
で

【
参
加
料
】
　
二
千
円

【
お
申
込
・
お
問
合
せ
先
】

　
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
顕
彰

　
保
存
会
史
跡
受
付

　
☎
六
七―

一
四
三
六

　
第
百
三
十
五
回
簿
記

検
定
試
験
が
次
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

試
験
日

十
一
月
十
七
日
（
日
）

試
験
場

　
備
前
商
工
会
館
四
階

申
込
期
間

九
月
二
十
七
日
（
金
）

～
十
月
十
七
日
（
木
）

受
験
料

　
一
級
・
七
千
五
百
円

　
二
級
・
四
千
五
百
円

　
三
級
・
二
千
五
百
円

　
四
級
・
千
六
百
円

お
申
込
み
先
・
お
問
合
せ
先

　
備
前
商
工
会
議
所

　
〒
七
〇
五―

八
五
五
八
　

　
備
前
市
東
片
上
二
三
〇

　
☎
六
四―

二
八
八
五

　
毎
年
全
国
か
ら
の
焼
き
物
愛

好
家
で
に
ぎ
わ
う
備
前
焼
ま
つ

り
が
今
年
も
備
前
焼
伝
統
産
業

会
館
、
Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
伊
部
駅
周

辺
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
よ
る
伊
部
の
町
並
み
案
内
や

伊
部
小
学
校
か
ら
閑
谷
学
校
へ

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
、
十
九

日
（
土
）
に
は
備
前
中
学
校
の

生
徒
に
よ
る
車
椅
子
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
（
午
前
九
時
三
十
分

～
午
後
三
時
の
み
）
も
あ
り
、

体
の
不
自
由
な
方
や
観
光
客
へ

の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
六
四―

一
〇
〇
一

主
催
　
備
前
焼
ま
つ
り
実
行
委

員
会
・
備
前
市
・（
協
）岡
山
県

備
前
焼
陶
友
会

共
催
　
備
前
商
工
会
議
所
・
備

前
市
観
光
協
会
・
山
陽
新
聞
社

小 谷 医 院
和気町和気 93―1155

大田原医院
和気町大田原 93―0035

下野内科外科
備前市木谷 67―2335

1 日
㈰

8 日
㈰

15日
㈰

16日
㈪

22日
㈰

23日
㈪

29日
㈰

萩 原 医 院
日生町寒河 74―0007

大ヶ池診療所
備前市大内 64―4648

小林クリニック
備前市伊部 63―3212

つるの里クリニック
和気町田賀 89―3777

日生浦上医院
日生町日生 72―0935

備前市立日生病院
日生町寒河 72―1111

備前市立備前病院
備前市伊部 64―3385

こまざわ小児科医院
備前市伊部 63―3080

橋 本 医 院
日生町日生 72―3668

備前市立吉永病院
吉永町吉永中 84―2120

北 川 病 院
和気町和気 93―1141

簿記検定試験ご案内

応募者募集中

（国際ソロプチミスト備前）
旧
閑
谷
学
校
　釈
菜
　

特
別
史
跡

10月19日（土）～10月20日（日）

「女性に機会を与える賞」

9月10日
　開　講

　
備
前
商
工
会
議
所
女
性
会

（
福
圓
良
子
会
長
）
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、
併

せ
て
、
そ
の
家
族
ひ
い
て
は
広

く
国
民
全
体
が
「
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
」
に
対
す
る
認
識

を
深
め
、
国
民
の
問
題
解
決
に

向
け
た
行
動
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
、
当
商
工
会
議
所
管
内

の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校

に
お
い
て
夏
休
み
の
課
題
と
し

て
『
絵
画
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
全
員

に
参
加
賞
が
あ
り
、
備
前
市
市

民
セ
ン
タ
ー
に
て
応
募
の
あ
っ

た
全
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

た
方
は
表
彰
式
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
来
年
度
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
の
表
紙
に
も
な

る
予
定
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
素
敵
な
絵

画
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
締
切
は
九
月
三
日(

火)

ま
で

各
学
校
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　
展
示
会
は
次
の
日
程
に
て
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

せ
き
さ
い
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備
前
阿
波
お
ど
り
『
か
い

の
木
連
』
は
平
成
二
十
三
年
の

備
前
ま
つ
り
で
デ
ビ
ュ
ー
後
、

同
年
八
月
十
四
日
に
本
場
徳
島

で
の
阿
波
踊
り
に
出
場
し
、
ま

た
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

    

今
年
で
三
年
目
と
な
り
、
男

踊
り
・
鳴
り
物
に
加
え
、
女
踊

り
・
子
ど
も
の
踊
り
手
を
加
え

て
、
片
上
春
祭
り
や
備
前
ま
つ

り
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
応
援
と
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
中
南
米
美
術
館
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ペ
ッ
カ

リ
ー
と
共
に
、
八
月
十
四
日
に

本
場
徳
島
の
阿
波
踊
り
に
子
ど

も
や
女
踊
り
を
加
え
出
場
し
ま

し
た
。
備
前
ま
つ
り
で
も
共
演

し
た
有
名
連
の
ひ
と
つ
「
う
き

よ
連
」
と
一
緒
に
会
場
の
熱
気

と
猛
暑
の
中
、
全
長
約
百
メ
ー

ト
ル
の
紺
屋
町
演
舞
場
と
全
長

二
百
メ
ー
ト
ル
の
両
国
本
町

演
舞
場
で
備
前
阿
波
お
ど
り

を
披
露
し
ま
し
た
。

今
後
も
「
か
い
の
木
連
」

は
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

９月21日（土）～
　９月30日（月）

秋の交通安全県民運動

交通事故死ゼロの日実現を！

論
語

 

紹
介

献血にご協力を！

ご
う
き
ぼ
く
と
つ
じ
ん
　
ち
か

と
く
　
も
っ
　
と
く
　
む
く

と
く
　
　
も
の
か
な
ら
　
げ
ん

　
備
前
商
工
会
議
所
発
行
の

「
備
前
論
語
か
る
た
」
内
に

載
っ
て
い
る
論
語
の
中
か
ら
三

句
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
剛
毅
木
訥
仁
に
近
し
】

●
ぶ
れ
る
こ
と
も
な
く
生
き
る

こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
。

　
備
前
商
工
会
議
所

　
　
　
　
☎
六
四―

二
八
八
五

※

販
売
の
詳
細
は
備
前
商
工
会

議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

【
徳
あ
る
者
必
ず
言
あ
り
】

●
ま
じ
め
な
人
に
は
信
じ
ら
れ

る
言
葉
が
あ
る

【
徳
を
以
て
徳
に
報
ゆ
】

●
他
人
の
ま
じ
め
さ
に
は
自
分

も
ま
じ
め
に
応
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

三
句
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
論
語
か
る
た
内
に
は
ま
だ

多
く
の
論
語
が
載
っ
て
い
ま

す
。
学
ん
で
遊
べ
る
「
論
語
か

る
た
」
の
お
問
合
せ
・
販
売
は

次
の
通
り
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
備
前
市
東
片
上
二
三
〇

　
備
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
草
加
順
彦
会
長
）
で
は
、
今

年
も
次
の
日
程
で
献
血
活
動
を

し
ま
す
。

と
　
き

　
九
月
十
八
日
（
水
）

と
こ
ろ

備
前
商
工
会
館

午
前
九
時
半
～

午
後
四
時

リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー

び
ぜ
ん

午
前
九
時
半
～

午
後
〇
時
三
十
分

午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
四
時

　
こ
の
活
動
は
平
成
四

年
よ
り
行
っ
て
お
り
、

今
年
で
二
十
二
年
目
。
毎
年
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
県
下
全
体

で
も
屈
指
の
献
血
実
績
で
あ
る

と
岡
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
現
在
、
四
百
　
献
血

　
　
　
が
大
変
不
足
し
て
い
ま

　
　
　
す
。
四
百
　
献
血
は
患

　
　
　
者
さ
ん
の
副
作
用
発
生

　
　
　
の
可
能
性
が
低
く
安
全

　
　
　
性
が
向
上
し
ま
す
。
今 

　
　
　
回
も
昨
年
同
様
に
四
百

　
　
　
　
献
血
の
み
受
付
と
さ

　
　 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
（
採
血
基
準
に
つ
い
て

　
　
　
は
当
紙
面
下
の
広
告
を

　
　
　
ご
覧
く
だ
さ
い
）
ご
理

　
　
　
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

　
　
　
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

　
　
　
す
。

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
皆
様
の
善
意
に
よ

る
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
九
月
二
十
一
日
（
土
）
か

ら
三
十
日
（
月
）
ま
で
の
十

日
間
「
い
そ
ぐ
ほ
ど
　
き
け

ん
は
近
く
に
　
や
っ
て
く
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
二
十
五
年

度
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
最
重
点
目
標
は
「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」
で
す
。

①
「
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止
」
で
す
。
歩
行
者
や
自

転
車
は
夜
光
反
射
材
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
を
活
用
し
、
ま
た
、
車

は
早
め
の
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

自
分
の
存
在
を
早
く
相
手
に
知

ら
せ
る
よ
う
に
し
て
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
「
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
装
置
が
あ
る

席
は
、
全
席
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
小
学
生
以
下
の
お
子
様

が
乗
車
す
る
際
に
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
お
子

様
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
で
す
。

飲
酒
運
転
は
、
悪
質
・
危
険
な

運
転
で
す
。
「
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
し
な
い
」
、
そ
し
て
、
皆

さ
ん
で
「
運
転
者
へ
酒
類
を
提

供
し
な
い
」
「
飲
酒
し
た
者
に

車
を
貸
さ
な
い
」
「
飲
酒
し
た

運
転
者
の
運
転
す
る
車
に
同
乗

し
な
い
」
等
を
話
し
合
い
、
地

域
・
職
場
・
家
庭
等
で
「
絶
対

に
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
」
と

い
う
気
運
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。

④
「
交
差
点
に
お
け
る
安
全
な

通
行
の
徹
底
」
で
す
。
交
差
点

及
び
交
差
点
付
近
で
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
は
う
っ
か
り
・
ぼ
ん

や
り
・
脇
見
運
転
を
防
止
し
、

信
号
の
厳
守
と
安
全
確
認
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
・
自

転
車
利
用
者
も
安
全
確
認
を
徹

底
し
、
正
し
い
横
断
を
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

で
す
。
速
度
の
出
し
過
ぎ
は
い

ざ
と
い
う
時
に
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
な

ど
の
危
険
な
場
所
で
は
、
さ
ら

に
減
速
を
し
て
交
通
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

 

な
お
、
九
月
三
十
日
は
「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
全
員
で
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
向
上

さ
せ
、
交
通
事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ペッカリーも出演！

備前阿波おどり

       　　 「かいの木連」
　本 場 徳 島 へ ！

４００　のみ受付

重
点
目
標

」
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